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   　人
口
減
少
・
施
設
老
朽
化
に
伴
い
、

料
金
収
入
の
減
少
や
施
設
の
維
持
・

更
新
に
係
る
費
用
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
中
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た

経
営
の
観
点
か
ら
、
水
道
料
金
の
改

定
の
条
例
改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
 

　
改
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
４

月
18
日
に
市
長
が
沼
田
市
水
道
料
金

あ
り
方
検
討
委
員
会
に
諮
問
、
10
月

11
日
に
答
申
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

　
一
般
家
庭
で
は
税
抜
き
で
月
額
１

６
０
〜
１
，
０
０
０
円
程
度
料
金
が
 

上
昇
し
ま
す
。（
上
昇
額
は
各
家
庭
の

水
道
使
用
量
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
） 

　
な
お
、
検
討
委
員
会
か
ら
の
附
帯

意
見
を
考
慮
し
段
階
的
な
値
上
げ
と

な
っ
た
た
め
、
令
和
７
〜
８
年
度
は
令

和
７
年
９
月
請
求
分
か
ら
50
〜
４
０
０

円
程
度
の
料
金
上
昇
と
な
り
ま
す
。

2令和７年２月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

定
例
会

12 月
定 例 会

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
14
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
期
中
、
専
決
処
分
報
告
、
沼
田
市
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
な
ど
の
議
案
10
件
と
請
願
４
件
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

市
当
局
と
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

水
道
料
金
を
32
年
ぶ
り
に
改
定
 

　
　
　
　
段
階
的
に
値
上
げ
に

　
物
価
高
騰
が
家
計
を
直
撃
し
、
市

民
生
活
が
厳
し
い
状
態
で
あ
る
こ
と

も
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
適
正
に
運
営
さ

れ
な
け
れ
ば
、
日
常
生
活
は
も
と
よ

り
、
故
障
や
災
害
時
に
市
民
を
苦
し

め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

引
き
続
き
、
料
金
に
つ
い
て
の
補
助

制
度
の
利
用
や
費
用
節
減
の
研
究
や

住
民
説
明
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
求

め
、市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
、水
道

料
金
の
改
定
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

（
抜
粋
）

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
的
回
復
が

進
ま
な
い
中
、
物
価
高
騰
が
市
民
の

暮
ら
し
と
地
域
経
済
を
さ
ら
に
苦
し

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
あ

る
中
、
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
が
提

案
さ
れ
、
市
民
に
不
安
が
広
が
り
ま

し
た
。
 

　
今
臨
時
国
会
で
成
立
す
る
で
あ
ろ

う
補
正
予
算
の
「
重
点
支
援
地
方
交

付
金
」
を
活
用
し
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
を
抑
え
、
市
民
生
活
と
営
業
を

支
え
る
べ
き
で
す
。

（
抜
粋
）

条
例
改
正
に
反
対

本
会
議
で
の
討
論
内
容

条
例
改
正
に
賛
成

料金改定後の上昇額の例
令和７～８年度
口径 使用水量

８m3 

15m3 

20m3 

25m3 

30m3 

35m3

850円 
1,690円 
2,290円 
2,890円 
3,490円 
4,090円

900円 
1,838円 
2,508円 
3,178円 
3,848円 
4,518円

50円 
148円 
218円 
288円 
358円 
428円

改定前 改訂後 上昇額

13mm

令和９～11年度
口径 使用水量

８m3 

15m3 

20m3 

25m3 

30m3 

35m3

850円 
1,690円 
2,290円 
2,890円 
3,490円 
4,090円

1,010円 
2,060円 
2,810円 
3,560円 
4,310円 
5,060円

160円 
370円 
520円 
670円 
820円 
970円

改定前 改訂後 上昇額

13mm

料金改定前 料金改定後
基本料金（１ヵ月につき）

基本料金 
（１ヵ月につき）

口径
13mm 
20mm 
25mm 
30mm 
40mm 
50mm 
75mm

900円 
1,420円 
2,040円 
2,660円 
4,010円 
6,070円 
12,910円 
134円

1,010円 
1,600円 
2,290円 
2,990円 
4,500円 
6,820円 
14,500円 
150円

令和７～８年度 令和９～11年度

従量料金（1m3につき）

水量 料金 １m３につき
一般用 
営業用 
浴場営業用 
臨時用 

8m3 
10m3 
200m3 
1m3につき

800円 
1,000円 
4,900円 
120円

120円 
120円 
40円

超過料金
（税抜き） （税抜き）

（税抜き） （税抜き）



3 令和７年２月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

定
例
会

  戸
神
山
正
面
登
山
口
（
戸
神
町
側
）

駐
車
場
設
置
に
関
す
る
請
願
書
 

審
議
結
果
　
採
択
 

付
託
委
員
会
で
の
主
な
意
見
 

・
年
間
７
，
０
０
０
人
を
超
え
る
登

山
愛
好
者
が
訪
れ
て
お
り
、
今
後

さ
ら
に
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
 

・
文
化
面
や
健
康
増
進
面
へ
の
影
響

と
い
っ
た
、
複
合
的
な
意
味
も
あ

る
。
地
域
住
民
の
方
の
幸
福
度
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
 

・
願
意
は
理
解
で
き
る
が
、
場
所
の

確
保
の
め
ど
が
立
っ
て
い
る
状
況

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
そ

う
い
っ
た
調
査
・
検
討
か
ら
始
め

る
べ
き
で
あ
る
。
 

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
大
幅
増
員
、

医
療
・
介
護
施
設
へ
の
支
援
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
 

審
議
結
果
　
趣
旨
採
択
 

付
託
委
員
会
で
の
主
な
意
見
 

・
「
第
９
期
群
馬
県
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
に
よ
る
と
、
介
護
関
係

の
仕
事
を
辞
め
た
理
由
は
「
職
場

の
人
間
関
係
」
が
１
番
目
で
「
収

入
」
は
４
番
目
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
者
、
運
営
者
と
関
係
機
関
の
足

並
み
の
揃
っ
た
取
組
が
さ
れ
な
い

と
実
現
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

・
命
を
守
る
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
賃

金
に
見
直
さ
れ
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
し
た
医
療
・
介
護
の
運
営

体
制
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
配

置
基
準
の
抜
本
的
見
直
し
は
実
現

し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

・
高
齢
化
の
進
展
と
給
付
費
の
増
加

に
よ
り
、
国
・
県
・
市
の
負
担
が

増
加
し
、
介
護
保
険
料
等
の
増
額

に
も
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。
 

「
食
料
自
給
率
向
上
自
治
体
宣
言
」

を
求
め
る
請
願
 

審
議
結
果
　
採
択
 

付
託
委
員
会
で
の
主
な
意
見
 

・
食
料
自
給
率
の
向
上
は
喫
緊
の
課

題
で
日
本
の
将
来
に
も
関
わ
る
こ

と
で
あ
る
。
 

・
農
業
政
策
は
国
土
強
靱
化
や
国
防

と
い
う
意
味
で
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
農
業
従
事
者
と
市
当
局
に

は
食
料
生
産
額
に
つ
い
て
も
向
上

さ
せ
る
取
組
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
 

・
自
治
体
が
宣
言
を
掲
げ
る
こ
と
で
、

農
家
全
体
の
意
識
が
変
わ
り
、
地

域
の
農
業
振
興
や
農
業
の
担
い
手

の
増
加
、
消
費
拡
大
の
推
進
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
食
料
の
輸
入
依
存
度
を
減
ら
し
、

食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
状
況
に
合
っ
た
政
策
を
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
自
治
体

が
当
該
宣
言
を
検
討
し
、
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

小
中
学
校
の
大
規
模
改
造
（
空
調
 

（
冷
暖
房
設
備
）
整
備
）
事
業
の
促
進

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書
 

審
議
結
果
　
趣
旨
採
択
 

付
託
委
員
会
で
の
主
な
意
見
 

・
指
定
避
難
所
と
し
て
の
体
育
館
の

空
調
設
備
の
整
備
の
必
要
性
は
十

分
理
解
は
す
る
も
の
の
、
既
に
新

た
な
交
付
金
の
創
設
を
進
め
て
お

り
、
直
ち
に
意
見
書
を
提
出
す
る

の
は
性
急
で
は
な
い
か
。
 

・
電
力
使
用
量
や
災
害
時
等
の
停
電

時
に
お
け
る
電
力
供
給
に
関
す
る

課
題
が
あ
る
。
 

・
避
難
を
考
え
る
な
ら
、
課
題
が
存

す
る
体
育
館
で
は
な
く
エ
ア
コ
ン

が
整
備
済
み
で
あ
る
教
室
に
避
難

す
る
こ
と
が
効
率
的
で
は
な
い
か
。
 

           

　
介
護
職
員
を
増
員
し
、
賃
金
を
引

き
上
げ
る
な
ど
処
遇
を
改
善
す
る
こ

と
が
離
職
者
を
減
ら
し
、
安
心
し
て

介
護
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
 

　
賃
金
の
引
き
上
げ
と
看
護
職
の
配

置
基
準
を
見
直
し
、
安
心
し
て
働
け

る
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
安

心
・
安
全
の
医
療
を
提
供
で
き
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 （

一
部
抜
粋
）

請
願
に
賛
成

請
願
４
件
を
審
議
し
、
２
件
を
 

採
択
、
２
件
を
趣
旨
採
択

本
会
議
で
の
討
論
内
容



4令和７年２月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

　
上
信
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
想

定
さ
れ
る
本
市
の
観
光
客
の
増
減
等

懸
念
事
項
は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
上
信
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
吾

妻
エ
リ
ア
で
は
大
幅
な
集
客
ア
ッ
プ

が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
真
田
街
道

推
進
機
構
や
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街

道
協
会
と
の
連
携
強
化
を
図
り
集
客

ア
ッ
プ
に
努
め
ま
す
。
 

　
ド
イ
ツ
フ
ュ
ッ
セ
ン
市
と
の
姉
妹

都
市
提
携
の
基
礎
は
、
ド
イ
ツ
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
街
道
と
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
街
道
の
姉
妹
街
道
の
締
結
で
す
。

街
道
を
大
切
に
し
な
い
こ
と
は
姉
妹

都
市
提
携
を
大
切
に
し
な
い
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
現
状
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

街
道
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
事
業
な

ど
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
従
前

か
ら
行
っ
て
き
た
各
種
事
業
や
Ｐ
Ｒ

活
動
の
積
極
的
展
開
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
朝
夕
の
沼
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
の
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
観
光
の

機
会
を
逃
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
が
解
消
に
向

け
た
考
え
を
伺
い
ま
す
。
 

　
根
本
的
な
渋
滞
解
決
の
方
法
は
、お

示
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、渋

滞
解
消
に
向
け
た
原
因
分
析
な
ど
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
地
域
猫
や
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
、
市
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。（
３
匹
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
） 

　
不
妊
・
去
勢
手
術
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
る
ほ
か
、「
さ
く
ら
ね

こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
 

【
そ
の
他
電
子
地
域
通
貨
・
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
の
廃
棄
等
質
問
】
 

　
都
会
で
は
で
き
な
い
ド
ロ
ー
ン
測

量
や
伐
採
作
業
な
ど
が
体
験
で
き
る

２
拠
点
教
育
を
核
と
し
た
関
係
人
口

増
加
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
市
内
の
就
業
や
将
来
の
移
住
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
関
係

団
体
等
と
情
報
共
有
を
図
り
、
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
地
球
環
境
保
全
と
景
観
の
向
上
を

図
る
た
め
、
間
伐
材
等
を
有
効
利
用

し
た
斜
面
安
定
工
の
促
進
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
 

　
森
林
の
保
全
と
資
源
の
活
用
の
点

で
有
効
で
す
が
、
強
度
や
耐
久
性
、

耐
光
性
、
コ
ス
ト
な
ど
に
課
題
が
あ

る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
の
上
、

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
環
境
性
能
を
重
視
し
た
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ

住
宅
等
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
 

　
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
と
し
て
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
国
の
政
策
や
補
助
制
度

な
ど
も
含
め
、
市
民
へ
の
周
知
や
普

及
方
法
を
研
究
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

　
水
稲
栽
培
に
お
け
る
中
干
し
期
間

の
延
長
を
行
い
、
企
業
連
携
に
よ
る

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
農
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
 

　
作
業
手
順
が
多
く
な
る
な
ど
の
リ

ス
ク
を
稲
作
農
家
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
業
者
等

と
意
見
交
換
を
行
い
、
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
果
樹
剪
定
枝
等
を
利
用
し
た
バ
イ

オ
炭
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
 

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
農
業
者
の

経
営
安
定
に
資
す
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
農
業
者
、
関
係
団
体
等

と
意
見
交
換
を
行
い
、
研
究
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問
観
光
政
策
・
経
済
政
策
・
環
境
政
策
に
つ
い
て

小
野
塚
　
正
樹

ＱＡＱ

ＡＡ Ｑ

Ｑ Ａ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ 森
林
と
農
地
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン

桑
原
　
敏
彦

二拠点教育による 
林業体験の様子

姉妹都市締結の基礎となった 
ロマンチック街道



5 令和７年２月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

　
沼
田
市
に
持
ち
込
ま
れ
る
土
砂
の

安
全
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
５
０
０
㎡
〜
３
，
０
０
０
㎡
未
満

が
対
象
で
、
搬
入
す
る
土
砂
の
排
出

元
証
明
書
と
土
壌
検
査
証
明
書
を
添

付
し
た
届
出
書
の
提
出
が
必
要
で
あ

る
ほ
か
、
搬
入
の
期
間
や
量
に
応
じ

て
安
全
性
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
土
砂
搬
入
の
際
の
道
路
破
損
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
道
路
破
損
へ
の
対
応
は
庁
内
の
関

係
部
署
が
連
携
し
、
道
路
法
に
基
づ

き
適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
価
格
低
迷
に
対
す
る

対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
消
費
の
低
迷
や
安
価
な
輸
入
品
な

ど
に
よ
り
、
経
営
継
続
に
大
き
く
影

響
す
る
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
収
入
保
険
の
加
入
推
進
に
取

組
む
ほ
か
、
国
や
県
へ
の
要
望
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、「
ト
ウ
キ
」
へ
の

作
目
転
換
を
応
援
す
る
薬
用
作
物
生

産
基
盤
強
化
対
策
に
も
取
組
ん
で
い

ま
す
。
国
の
働
き
か
け
に
よ
り
コ
ス

ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
に
対
す
る
施

策
の
創
設
や
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
、
輸

出
拡
大
や
財
政
的
支
援
策
な
ど
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
国
の
求
め
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
対
す
る
沼
田
市
農
林
業
分
野

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
環
境
に
優
し
い
農
業
の
実
現
に
向

け
て
、
国
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
方
式

を
採
用
し
、
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
、

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
適
切
な
個

体
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
対
し
て
沼

田
市
は
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
策
定
を
予
定
し
て
い
る

「
地
域
計
画
」
に
お
い
て
、
農
業
者

や
地
域
の
関
係
者
が
と
も
に
目
指
す

将
来
の
農
地
の
在
り
方
に
つ
い
て
共

通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

　
市
政
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
新
年
度
予
算
編
成
で
対
応
を
検

討
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は
、

課
題
解
決
の
実
践
、
市
内
経
済
の
活

性
化
、
生
活
基
盤
の
整
備
お
よ
び
子

育
て
支
援
等
の
未
来
へ
の
投
資
な
ど
、

市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る

施
策
の
充
実
を
図
る
も
の
と
し
て
、

予
算
編
成
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
 

　
市
民
の
満
足
度
、
安
心
感
を
得
る

た
め
の
施
策
は
ど
の
よ
う
に
検
討
さ

れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
長
期
的
な
展
望
を
持
っ
て
、
課
題

解
決
に
向
け
た
施
策
を
検
討
し
、
社

会
、
経
済
状
況
の
変
化
や
市
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
施
策
に
反
映

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
が
ら
、
市

民
の
満
足
度
や
安
心
感
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
国
民
健
康
保
険
証
廃
止
後
の
対
応

は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
伺
い

ま
す
。
 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
各
保
険

者
が
交
付
す
る
資
格
確
認
書
等
に
よ

り
、
医
療
機
関
等
を
受
診
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
平
和
行
政
に
ど
の
よ
う
に
取
組
み

市
民
へ
の
啓
発
に
ど
の
よ
う
に
取
組

む
の
か
伺
い
ま
す
。
 

　
パ
ネ
ル
展
な
ど
の
啓
発
事
業
を
中

心
に
、
本
市
の
平
和
活
動
へ
の
取
組

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
広
報
ぬ
ま

た
へ
の
掲
載
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
活
用
し

な
が
ら
、
何
よ
り
も
大
切
な
平
和
へ

の
意
識
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
啓
発

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
「
青
い
目
の
人
形
」
の
周
知
に
ど

の
よ
う
に
取
組
む
の
か
教
育
長
に
伺

い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
皆
様
が
、

平
和
や
友
好
親
善
に
つ
い
て
考
え
る

上
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
関
係
課
と

も
連
携
し
、
取
組
を
工
夫
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
　

市政を問う!!
Ｑ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

沼
田
市
の
土
砂
条
例
と
一
次
産
業
の
今
後
に
つ
い
て

茂
木
　
清
七

新
年
度
予
算
編
成
　
マ
イ
ナ
保
険
証
　
平
和
行
政

大
東
　
宣
之

Ａ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

利根小学校の 
「青い目の人形 
メリーちゃん」

コンニャクを使用した 
しらたきサラダ



6令和７年２月１日号

　
沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

　
沼
田
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
受

入
額
は
前
年
度
比
１
１
４
％
、
今
年

度
は
11
月
末
時
点
で
前
年
度
同
月
時

点
と
比
較
し
、
約
50
％
増
の
状
況
で
、

大
幅
に
金
額
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
 

　
沼
田
市
の
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
現
状
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
は
「
沼
田
ま
つ
り
」「
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
菜
な
れ
花
な
れ
」
に
お
い

て
実
施
し
、「
沼
田
ま
つ
り
」
は
１
４

４
万
５
，
０
０
０
円
の
寄
附
金
額
と

な
り
、「
菜
な
れ
花
な
れ
」
は
11
月
28

日
現
在
、２
４
２
万
４
，０
０
０
円
の

寄
附
金
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
市
内
の
魅
力
の
発
信
を
目
的
と
し

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
本
市
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
手
段
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
非
常

に
有
効
で
す
。
本
市
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
い
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沼
田
市
観

光
協
会
で
は
「
ニ
ャ
ン
と
ワ
ン
ダ
フ

ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
、
沼
田

市
で
は
「
沼
田
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
街
並
み
や
自
然
環
境
を
活
用
し
た

ロ
ケ
地
誘
致
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
市
街
地
の
街
並
み
や
自
然
、
グ
ル

メ
に
関
す
る
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
で
紹

介
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
目
的
に
多
く
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
「
菜
な
れ
花
な
れ
」
に
お
 

い
て
、「
聖
地
巡
礼
」
の
人
々
で
賑
 

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ロ
ケ
地
の

誘
致
に
つ
い
て
は
「
沼
田
市
観
光
協

会
」や「
ぐ
ん
ま
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
」
と
連
携
を
図
り
、「
ロ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
環
境
の
よ
い
街
」
と
し
て
業

界
関
係
者
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　
 

　
高
齢
者
・
交
通
弱
者
の
移
動
手
段

で
あ
る
公
共
交
通
の
現
状
と
地
域
課

題
に
沿
っ
た
多
様
な
移
動
手
段
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

　
人
口
減
少
や
自
家
用
車
の
普
及
に

よ
り
利
用
者
の
減
少
傾
向
が
課
題
で

す
。
乗
り
継
ぎ
や
運
行
時
間
の
制
限

等
の
課
題
が
あ
り
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
多
様
な
移
動
手
段
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
上
水
道
料
金
改
定
に
お
い
て
、
市

民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
丁
寧
な
説

明
と
進
め
方
、お
よ
び「
沼
田
市
水
道

料
金
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
が
要
望

し
た
附
帯
意
見
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
ぬ
ま
た
、

チ
ラ
シ
全
戸
配
布
等
で
丁
寧
な
説
明

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。附
帯
意
見
は
、市
民
生
活
へ
の
影

響
を
与
え
る
料
金
改
定
に
つ
い
て
踏

ま
え
た
も
の
と
し
て
大
変
重
く
受
け

止
め
て
い
ま
す
。 

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
価
格
大
幅
下
落
に

対
す
る
支
援
対
策
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
需

要
拡
大
に
つ
な
が
る「
し
ら
た
き
」Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
販
売
価
格
が
上
昇

せ
ず
、
生
産
現
場
は
厳
し
い
状
況
で

す
。経
営
持
続
を
図
る
た
め「
ト
ウ
キ
」

な
ど
へ
の
作
目
転
換
の
応
援
に
も
取

組
ん
で
い
ま
す
。
農
協
や
市
内
コ
ン

ニ
ャ
ク
部
会
・
研
究
会
と
連
携
し
販

売
促
進
に
つ
な
が
る「
し
ら
た
き
」Ｐ

Ｒ
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
沼
田
城
建
設
要
望
に
対
す
る
沼
田

市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

　
全
市
民
的
な
議
論
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
沼
田
城
跡
の
構
造
や

歴
史
、
史
跡
の
上
位
指
定
を
目
指
し

て
調
査
し
た
沼
田
城
跡
発
掘
調
査
総

括
報
告
書
の
提
出
を
待
ち
、
内
容
を

十
分
に
精
査
し
対
応
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問
地
域
活
性
化
と
沼
田
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

齋
藤
　
智

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＱＡ

ＱＡ Ａ

ＱＱ Ａ 誰
に
も
優
し
い
住
み
た
い
沼
田
の
ま
ち
づ
く
り

星
野
　
妙
子

沼田の基幹作物 
コンニャク芋

SNSを活用した沼田市の
PRイメージ（AI生成）



                　
私
の
通
う
学
校
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
学

路
は
森
の
中
を
通
り
、
急
な
坂
道
や

階
段
で
歩
き
に
く
い
上
に
人
の
目
も

届
か
ず
危
険
で
す
。
 

　
ま
た
、
去
年
は
熊
が
通
学
路
付
近

に
出
没
し
、
約
１
カ
月
間
送
り
迎
え

の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

森
を
抜
け
る
と
国
道
が
あ
り
、
交
通

事
故
も
心
配
で
す
。
 

　
私
た
ち
が
安
全
に
学
校
に
通
う
た

め
に
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
学
校
の

移
設
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 　
高
低
差
の
あ
る
河
岸
段
丘
や
、
交

通
事
故
や
不
審
者
、
熊
や
イ
ノ
シ
シ

等
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
の
観
点

か
ら
、
学
校
や
保
護
者
、
教
育
委
員

会
、
警
察
、
道
路
管
理
者
、
地
域
住

民
等
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
も
研
究
し

て
い
ま
す
が
、
児
童
の
通
学
時
間
、

始
業
や
下
校
の
時
刻
、
財
政
面
の
負

担
や
教
職
員
の
勤
務
時
間
な
ど
を
含

め
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
と
合
わ
せ

て
、
学
校
の
移
設
や
通
学
方
法
な
ど
、

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

 　
野
球
部
は
人
数
が
集
ま
ら
な
い
学

校
も
多
く
、
合
同
チ
ー
ム
を
入
れ
た

少
な
い
学
校
数
で
大
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
統
合
し
て

学
校
数
が
減
る
こ
と
で
市
大
会
が
開

催
さ
れ
る
の
か
心
配
で
す
。
部
活
動

が
地
域
移
行
し
て
い
く
話
も
聞
き
ま

し
た
が
、
大
会
で
競
い
合
う
こ
と
で

大
き
く
成
長
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
市
大
会
が
開
催
さ
れ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
統
合
後
の
部
活

動
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
 

 　
複
数
校
で
合
同
チ
ー
ム
を
編
成
し

て
い
る
種
目
や
、
欠
員
の
ま
ま
団
体

戦
に
出
場
す
る
学
校
が
あ
る
な
ど
、

従
来
の
体
制
の
ま
ま
で
は
運
営
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
、
沼
田

市
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
協
議
会
を

設
置
し
、
今
後
の
部
活
動
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
部
活
動
を
地
域
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
活
動
を
継

続
的
に
取
組
め
る
環
境
や
、
専
門
的

な
技
術
指
導
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

の
構
築
、
多
世
代
交
流
に
よ
る
地
域

全
体
の
活
性
化
等
を
目
指
し
て
取
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。
 

 　
沼
田
市
は
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
お
り
、
森
林
文
化
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。
自
然
環
境
を
守
り
つ
つ
、
持

続
可
能
な
都
市
の
発
展
の
実
現
を
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
 

　
ま
た
、
今
後
の
具
体
的
な
計
画
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
 

 　
本
市
に
と
っ
て
自
然
は
最
大
の
魅

力
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
沼
田
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
「
豊
か
な
自
然
と

ま
ち
の
魅
力
を
活
か
し
た
、
こ
こ
ろ

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
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沼
田
市
議
会
だ
よ
り

子
ど
も
議
会

質
問
概
要

質
問
概
要

質
問
概
要

答
弁
概
要

答
弁
概
要

答
弁
概
要

各校代表の子ども議員 　
昨
年
11
月
16
日
「
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
高
生
25
名
の
皆

さ
ん
が
、
児
童
・
生
徒
な
ら
で
は
の
鋭
い
感
性
と
柔
軟
な
発
想
で
沼
田
市
の
活
性

化
に
係
る
政
策
提
言
な
ど
に
つ
い
て
堂
々
と
一
般
質
問
を
行
い
、
市
長
・
教
育
長

に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。



  　
景
観
計
画
の
策
定
や
景
観
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
経
済
建
設
常
任
委
員

会
で
は
、
11
月
12
日
に
新
潟
県
南
魚

沼
市
の
牧ぼ
く

之し

通
り
に
お
け
る
住
民
主

体
の
、
雪
国
の
歴
史
と
文
化
が
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
 

牧
之
通
り
の
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
 

　
牧
之
通
り
は
、
県
道
仲
田
塩
沢
線

の
一
部
で
、
旧
塩
沢
町
の
中
心
市
街

地
で
旧
三
国
街
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
路
肩
が
狭
く

積
雪
時
や
通
学
時
は
危
険
な
道
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
地
元
で
は
、

こ
う
し
た
状
況

を
改
善
す
る
た

め
、
平
成
11
年

に
「
県
道
仲
田

塩
沢
線
を
拡
幅

す
る
会
」
を
設

置
し
、
県
に
道
路
拡
幅
・
歩
道
の
設

置
を
要
望
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、

県
の
公
共
事
業
予
算
減
少
の
中
、
ま

ち
づ
く
り
と
一
体
で
取
組
む
こ
と
で

事
業
を
進
め
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
平
成
12
年
に
「
塩
沢

ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
中
で
、
自
分
た
ち
が
住
み
や

す
い
ま
ち
、
後
世
に
誇
れ
る
ま
ち
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
雪
国
の
歴
史

と
文
化
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
「
牧
之
通
り
組
合
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
 

牧
之
通
り
整
備
の
取
組
 

　
牧
之
通
り
整
備
の
特
徴
は
、
地
元

を
中
心
と
し
て
県
・
市
が
連
携
し
、

三
位
一
体
で
事
業
を
推
進
し
た
こ
と

で
し
た
。
 

　
県
は
、
道
路
拡
幅
と
物
件
補
償
を

行
い
、
市
は
、
接
続
部
分
の
市
道
の

整
備
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
設
置
し
、

地
元
で
は
、
物
件
補
償
を
活
用
し
て

建
て
替
え
を
行
う
際
に
は
、
統
一
し

た
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ル

に
沿
っ
て
行
い
、
街

並
み
を
そ
ろ
え
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
合

意
形
成
は
地
元
が
自

ら
行
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
組
み
ま
し
た
。
 

　
平
成
22
年
に
整
備
は
完
了
し
、
雪

国
ら
し
い
統
一
さ
れ
た
街
並
み
は
、

国
土
交
通
省
の
「
都
市
景
観
大
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

沼
田
市
の
今
後
の
取
組
に
向
け
て
 

　
沼
田
市
に
は
、
玉
原
高
原
の
自
然

や
河
岸
段
丘
、
吹
割
の
滝
な
ど
豊
か

な
自
然
景
観
や
田
園
風
景
が
広
が

り
、
中
心
市
街
地
で
は
大
正
ロ
マ
ン

エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
真
田

氏
の
歴
史
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
、
景
観
整
備
を
行
う
こ
と

は
、
沼
田
市
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と

へ
と
つ
な
が
り
、
観
光
や
農
業
な
ど

に
も
生
か
す
検
討
が
必
要
と
感
じ
ま

し
た
。
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編
集
後
記

　
沼
田
市
で
は
、
将
来
を
左
右
す

る
重
要
な
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
学
校
統
廃
合
の
話

題
が
あ
り
ま
し
た
。
児
童
生
徒
数

の
減
少
が
進
む
中
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
り
つ
つ
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の
学
校
の
役

割
を
ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
で

開
催
さ
れ
た
説
明
会
で
は
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
か
ら
切
実
な
ご

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
水
道
料
金
の
改
定
に
つ

い
て
も
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
や

将
来
の
安
定
供
給
に
向
け
た
整
備

の
必
要
性
と
、
市
民
生
活
へ
の
影

響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
慎
重
な
審

議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。 

　
寒
さ
厳
し
い
季
節
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様

の
目
線
に
立
ち
、
議
会
で
の
議
論

や
決
定
事
項
を
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
る
よ
う
、
編
集
委
員
一

同
努
め
て
い
き
ま
す
。
暮
ら
し
に

直
結
す
る
情
報
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
編
集
委
員
　
　
齋
藤
　
智

発
行
／
沼
田
市
議
会
 

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
 

印
刷
／
有
限
会
社
利
根
印
刷
所

住
所
／
〒
378 -8501　

沼
田
市
下
之
町
888 

　
　
　
TEL:0278 -25 -3007　

FA
X
:0278 -22-6333 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.city.num

ata.gunm
a.jp/gikai/
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議会だより編集委員会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
次
回
定
例
会
は
、
２
月
25
日
 

(火
)か
ら
の
予
定
で
す
。 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
 

継
も
行
っ
て
い
ま
す
。

次
回
定
例
会
の
日
程

　
沼
田
市
議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会

ご
と
に
先
進
自
治
体
等
の
行
政
調
査
や

管
内
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
は
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
の

調
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


